




























































































































































































































































































「 8 グループとも全く味が違って驚いt~ 同じルウで
作っているとは思えない。」「サンマの味噌煮缶入りは，
コクがあってとてもおいしかっt~ 」「いつも同じよう
な食材で作っているけど，いろいろやってみようと思
う。」など，子どもたちの自由な発想が成功しているこ
とに驚いていた）
0季節とくらし
日本には四季があり，季節にあわせた暮らし方が日
本の文化を作っている。今後も，季節に合わせた暮ら
しに注目した学習を続けたい。
4. 授業の考察
今まで秋探しという時，自然の変化の中から秋を探
すことが多かっに自然の変化に合わせて，装いや食
べ物などが変化することに注目し，今回は「食」を中
心に，単元構成をした。
スー パーで見つけた秋の食材を， 実際に紙粘士で作
るという表現活動により， 一つ一つの食材への関心が
高まった。これは，逆に自分が制作した秋の食材は，
「lA秋カレーに絶対入れたい」という強い思いにつ
ながった。
また，各家庭で「お家カレーのお勧めポイント」を
インタビューしたことは，社会科の一人調べ， 一人学
習の初歩である。この活動により，「隠し味」が話題に
なったり，家で一緒にカレーを作ったりして，生活科
の「家族の学習」へのつながりが生まれた。
5 成果と課題
少人数での話し合い⑰佳め方として，初めは任せ，
途中で自分たちの考えを振り返させた。この振り返り
により，話し合いのポイントを示したことで，話し合
いの方向性が明らかになり，子どもたちにとっても納
得のできる話し合いになった）
人気投票をして「lAおいしい秋カレー」を決定し，
それをみんなでつくって食べようというのは，真剣に
考える動機付けとして有効であった。しかし，実際に
は， 1番人気のカレーを全員で作るのではなく，それ
ぞれのグループが考えたカレーを作ることになった。
それは，予定外のことだったが，より思いの強いカレ
ーになり，その後家庭でも作ったという声も多く，
それぞれ作ったことが結果的には功を奏したようだ3
中には，あまり秋を感じないようなカレーもあった
が，考えること，活動することが生活科であり，答え
を導くことは重要ではない。
本校栄養教諭の神山教諭の協力により，食育のねら
いも視野に入れることができ，感謝している。
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